
本質安全
米国電気規格 -1990、第 500 条に基づく危険区域

Class I
引火性ガスまたは蒸気

Division 2
•		液体およびガスは密閉容器内に
ある場所、またはシステムが
	 —取り扱われている
	 —加工処理している
	 —使用している場所
•		機械換気がなされており、濃度
上昇が防止されている場所
•		Class	I	Division1 に隣接した場所

Division 1
•	通常の状態で存在
•		以下の場合に存在する可能性の
ある場所
	 —修理作業
	 —メンテナンス作業
	 —漏れ
•		以下の理由で許容濃度に達する
可能性のある場所
	 —設備の故障
	 —プロセスの故障
	 —設備の誤操作

 Group A:	 アセチレンを含有する雰囲気

 Group B:

 Group C:

 Group D:

温度-159

ブタジエン、酸化エチレン、酸化プロピレン、アク
ロレイン、または水素(または製造ガスなど水素と
同等の危険性を持つガスまたは蒸気)などの雰囲気

シクロプロパン、エチルエーテル、エチレンまたは
同等の危険性を持つガスまたは蒸気の雰囲気

アセトン、アルコール、アンモニア、ベンジン、	
ベンゼン、ブタン、ガソリン、ヘキサン、ラッカー
溶剤蒸気、ナフサ、天然ガス、プロパンまたは同等
の危険性を持つガスまたは蒸気の雰囲気



Class II
可燃性粉塵

Division 1
•	通常の状態で存在
•		下記の理由で生成する可燃性混
合物がある場所
	 —	設備または機械装置の機械的
故障

	 —	設備の異常な操作で以下の	
発火原因があるもの：

	 —同時に発生する電気的故障
	 —	同時に発生する防護装置の	
操作失敗

	 —その他の原因
•		導電性粉塵が存在する可能性の
ある場所

 Group E:

 Group F:

 Group G:

Division 1
•		繊維または可燃性浮遊物が発
生する物質を製造、保管また
は取り扱う場所

いずれにも属さない
•		織物工場、綿花関係の工場また
は縫製工場などの生産者
•		レーヨン、綿、シサル麻、麻、
ジュート、サルオガセモドキを
含む繊維及び浮遊物

Division 2
•		繊維が製造時以外の時に取り
扱われている、または製造時
以外の時に保管されている場
所

Division 2
•	通常は大気中に存在しない
•		電気設備やその他の設備の正常
な運転を阻害するに通常十分な
量の蓄積がある場所
•		まれに起こる以下の機能不全の
結果大気中に存在する場所
	 —	ハンドリング設備
	 —	プロセス設備
•		電気設備の安全な放熱を阻害す
るに十分な蓄積がある場所
•		電気設備の異常や故障によって
引火の可能性がある蓄積がある
場所

Class III
可燃性粉塵

R.	Stahl の許可を得て転載しています

温度-160

温
　
度

可燃性金属粉 ( 抵抗率を問わず )、同様な危険性を
持つ粉塵 (	 <100 Ω /cm)、または導電性の粉塵を含
む雰囲気

全揮発成分が 8%以上、または抵抗率が 100k Ω /
cm以上 100MΩ /cm以下で、爆発の危険性のある
可燃性カーボンブラック、木炭、コークスなどの粉
塵を含む雰囲気

100k Ω /cm 以上の抵抗率の、または非導電性の可
燃性粉塵を含む雰囲気


